
一
一
一O
一
五
平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特

別

展

一

一

第I
期
一O
月
一
七
日
(
土
)
|
一O
月三
O

日(金
)

E

一
地
下
の
正
倉
院
展
造
酒
司
太
筒
の
世
界
第
E
期
展
示
木
簡

一
第
日期一
O

月
一ニ
F
E
l
--
月一五日(日)

一

一
口
附
門
川
同
H
山
川
阿
川
H
山
口
山
川
間
〕

一

。
木
簡
は
三
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

一

※
本
解
説
シ

l
ト
で
は
、

今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た
結
果
、

報
告
書
の
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

長
さ
(
六
二
三
)
阻
・
幅
(
二

一
)幽

・
厚
さ
七
剛

O
八
一
型
式

ろ
く

名
を
列
記
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

こ
の
木
簡
の
場
合
は
、

「合
陸
人
」

の

続
き
、
失
わ
れ
た
下
部
に
六
人
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

あ
る
い
は
「
宿
人
」
と
「
合
陸
人
」
の
聞
に
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の

で
、
こ
こ
に
名
前
が
書
か
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

裏
面
は
木
目
に
対
し
て
横
方
向
に
文
字
を
記
す
。
こ
う
す
る
と
多
く
の
行

を
書
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
帳
簿
な
ど
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ

の
木
簡
で
は
、
「
詩
」
「
事
」
「
具
状
」
な
ど
文
書
に
よ
く
使
わ
れ
る
文
字
が

目
立
つ
。
上
部
と
下
部
で
は
文
字
の
向
き
が
逆
で
、
上
部
は
行
数
も
少
な
く
、

あ
ま
り
帳
簿
ら
し
く
は
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
表
面
の
「
造
酒
司
解
」
が
ま
ず
普
か
れ
、
不
要
に
な

っ

た
後
で
裏
面
が
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
解
が

一
度
宛
先
に
送
ら
れ
た
と

す
る
と
、
差
出
の
造
酒
司
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
理
由
は
不

明
。
宛
先
に
送
る
前
に
何
ら
か
の
理
由
で
不
要
と
な
っ
た
た
め
、
裏
面
を
二

次
的
に
利
用
し
た
上
で
捨
て
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

造
酒
司
の
発
見

5 

造
酒
司
か
ら
の
上
申
文
書(
S
D
一ニ
O
三
五
出
土
。
『
平
城
宮
木
簡
』
二
|
二
二
三
六
。

以
下
、
宮
二
|
二
二
三
六
の
よ
う
に
略
す
)

(表)
造
酒
司
解

中
宿
人

口

合
陸
人

(一装
)

「
鰐
口
口
咲

対口
[ ~ ~ ] 
口咲
図1¥(口

〔 ミ~ ~J 

誠

司
令
品
川

〉
r

常時

口口
口

造
酒
司
が
差
し
出
し
た
解
(
下
部
機
関
か
ら
上
加
議
℃
充
て
る
文
書
)

の
木
簡
。
宛
先
は
、
造
酒
司
の
上
部
機
関
で
あ
る
宮
内

省

か
。
内
容
は
「
宿

人
」
の
人
数
な
ど
の
報
告
。
「
宿
」
は
、
夜
間
に
役
所
に
詰
め
る
こ
と
。
こ

れ
に
対
し
、
昼
間
に
詰
め
る
こ
と
を

「直
」
と
い
う。

長
さ
が
六

O
仰
を
超

え
る
長
大
な
木
簡
だ
が
、
哀
面
下
端
の
文
字
が
切
れ
て
い
る
か
ら
、
本
来
は

も
っ
と
長
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
幅
に
つ
い
て
も
、
裏
面
の
左
右
と
も
に

文
字
が
切
れ
て
い
る
た
め
、
元
は
今
よ
り
広
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

宿
直
を
報
告
す
る
木
簡
は
、
合
計
人
数
と
と
も
に
、
宿
直
す
る
人
の
個
人

6 

造
酒
司
に
下
さ
れ
た
文
書
の
削
屑

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
三
九
三
)

〔司

ヵ〕

符
造
酒
口

O
九
一
型
式

、‘，J
唱
A，，t
‘、



ふ

造
酒
司
に
下
さ
れ
た
符
(
上
部
機
関
か
ら
下
部
機
関
に
充
て
る
文
書
)
の

削
屑
。
二
片
は
直
接
は
接
続
し
な
い
が
、
木
目
が
通
り
、
筆
跡
も
よ
く
似
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同

一
木
簡
の
削
屑
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。
木
簡
の
差
出

く
な
い
し
よ
う

は
、
造
酒
司
の
上
部
機
関
で
あ
る
宮
内
省
で
あ
ろ
う
。
宛
先
の
造
酒
司
に

届
け
ら
れ
た
後
、
不
要
と
な
り
、
再
利
用
す
る
際
に
生
じ
た
削
屑
と
考
え
ら

れ
る
。

酒
づ
く
り
の
日
々
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紀
伊
固
か
ら
の
酒
米
の
荷
札

(
S
D
三
O
一二
五
出
土
。
宮
二
|
一
一

一一六
六

(
表
)
荒
河
郷
酒
米
五
斗

(
裏
)
賀
美
里

長
さ

一
四
五
m
・
幅
二
四
m
-
厚
さ
六
m

O
三
二
型
式

あ
ら
か
わ

荒
河
郷
か
ら
納
め
ら
れ
た
酒
米
の
荷
札
。
酒
米
は
、
酒
の
醸
造
に
用
い

る
米
。
米
五
斗
は
今
の
二
斗
二
升
五
合
で
、
約
酒
の

・
五
品
、
約
三
三
・

七

五
同
に
あ
た
る
。
「酒
」
は
、
今
と
は
異
な
り
芳
を
「
冨
」
と
書
く
場
合

が
多
い
が

(6
・

mな
ど
て
こ
の
木
簡
は
今
と
同
じ
く
「
酉
」
と
書
い
て

い
る
。

む

つ

い

わ

き

き

い

な

か

荒
河
(
荒
川
)
郷
ポ
レ
ぎ
雌
喚
国
磐
城
郡
と
紀
伊
国
那
賀
郡
に
あ
っ
た
こ

と
が
知
が
点
る
が
、
『
延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
る
春
米
貢
進
国
の
例
か
ら
み

れ
ば
(
民
部
省
式
下
年
料
春
米
条
)
、
紀
伊
国
那
賀
郡
汐
荒
河
郷
(
今
の
和

歌
山
県
紀
の
川
市
桃
山
町
付
近
)
で
あ
ろ
う
。
裏
面
の
賀
美
里
は
コ
ザ
ト
名
。

荒
河
郷
賀
美
里
潤
誌
と
書
く
の
が

一
般
的
だ
が
、
コ
ザ
ト
名
の
み
裏
面
に
特

記
す
る
類
例
が
若
狭
国
の
荷
札
に
あ
る
(
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概

報
』
二

二
、
三
四
頁
上
段
〈
以
下
、
城
二
二
i
三
四
上
の
よ
う
に
略
す
〉
な

ど)。
'
年
紀
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「郷
」
と

「里
」
を
併
記
す
る
こ
と
か

ご
う
り
せ
い
い

ら
、
郷
里
制
(
サ
ト
の
下
に
コ
ザ
ト
を
設
け
た

「国
l
郡
i
郷
|
里
」
四

段
階
の
行
政
組
織
)
が
施
行
さ
れ
て
い
た
七

一
七

年

(
霊
亀
三
)
か
ら
七
四

O
年

(
天
平
十
二
)
頃
ま
で
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

酒
米
の
荷
札
は
、
郷
名
か
ら
書
き
出
し
た
り
、
個
人
名
を
書
か
な
か
っ
た

り
す
る
な
ど
、
比
較
的
簡
略
な
書
式
の
も
の
が
多
い
。
酒
米
の
生
産
地
と
造

酒
司
に
は
特
別
な
結
び
付
き
が
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

( 2 ) 
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丹
後
固
か
ら
の
赤
米
の
荷
札

(
S
D
二一

O
三
五
出
土
。
宮
二
l

・t-
二
二
五
八
)

〔春〕

丹
後
国
竹
野
郡
芋
野
郷
采
女
部
古
与
曲
目
赤
春
米
五
斗

長さ一
二
三
六
剛
・
幅

一
七
m
-
厚
さ
四

m

O
二二

型
式

た

ん

ご

た

か

の

い

も

の

知
機
調
品
川
崎
都
芋
野
郷
(
今
の
京
都
初
京
汗
絵
師
弥
栄
町
芋
野
付
近
)

の
来
女
部
古
与
曲
目
が
納
め
た
赤
春
米
(
春
い
た
赤
米
)
の
荷
札
。
字
体
は

「
春
」
だ
が
、
「
春
」
の
つ
も
り
で
書
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
赤
米
は
野
生

種
に
近
い
イ
ネ
の
一
種
で
、
タ
ン
ニ
ン
系
の
色
素
を
多
く
含
み
、
名
前
の
と

お
り
米
粒
自
体
が
赤
色
(
ま
た
は
黒
に
近
い
紫
色
)
を
帯
び
て
い
る
。
赤
米

の
荷
札
の
出
土
は
造
酒
司
ま
た
は
そ
の
近
辺
に
著
し
く
集
中
し
て
お
り

(9

(I
期
展
示
)
、
日

・
悶

〈
E
期
展
示
〉
、
却
な
ど
て
奈
良
時
代
に
は
特
に

酒
米
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
も
赤
米
を
原
料
と
し

た
酒
を
醸
造
す
る
蔵
元
が
わ
ず
か
な
が
ら
残
っ
て
お
り
、
米
の
色
を
活
か
し

て
桜
色
に
仕
上
げ
た
ど
ぶ
ろ
く
な
ど
も
あ
る
。

「
釆
女
」
は
、
二
文
字
を
左
右
に
組
み
合
わ
せ
て
「
採」

と
記
し
て
わ
る
。

dvフ
じ

こ
の
よ
う
に
複
数
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て

一
文
字
と
し
た
も
の
を
合
字

と
い
い
、
他
に
麻
呂

・
戸
主

・
戸
口
な
ど
の
合
字
が
使
わ
れ
て
い
た
。
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播
磨
固
か
ら
の
赤
米
の
荷
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
六
ご

(表)
播
磨
国
赤
穂
郡
大
原
郷

(裏)
五
係
泰
酒
虫
赤
米
五
斗
長
さ

一五

一脚

・
幅
二
七
脚

・
厚
さ
三
脚

O
五
一
型
式

は

り

ま

あ

こ

う

お
お

は

ら

わ

み

E
う
る
い

嬬
磨
国
赤
穂
郡
大
原
郷
(
今
の
兵
庫
県
赤
穂
市
北
東
部
か
。
『
和
名
類

vν
山
印

-
q

，Bl
u
p
h
-q

，

東
抄
』
で
は
「
赤
穂
」
は
「
あ
か
ほ
」
と
読
ん
で
い
る
)
か
丹
側
知
弘

れ
た
赤
米
の
荷
札
。
「
五
保
」
は
五
戸
を
単
位
と
す
る
隣
保
組
織
で
、
秦

酒

虫

は
そ
の
責
任
者
。
法
律
上
の
正
式
名
称
は
、
こ

の
木
簡
に
記
す
と
お
り
五

「
保
」
だ
が
(
戸
令
五
家
条
な
ど
て

日

(H
期
展
示
)
の
よ
う
に
五

「戸」

と
書
い
た
木
簡
の
方
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
。

30 

丹
後
国
か
ら
の
米
の
荷
札
2

(
S
D
三
O
一一一
五
出
土
。

富
二
l
ニ
二
六

O
)

丹
後
国
熊
野
郡
田
村
郷
刑
部
夜
怠
五
斗

長
さ
こ
七
四
)
醐

・幅

一九

酬
・
厚
さ
三

脚

O
一
二
九
型
式

た

ん

ご

く

ま

の

た

む

ら

丹
麦
国
点
野
郡
田
村
郷
(
今
の
京
都
府
京
丹
後
市
久
美
浜
町
付
近
)
の

おさヅ
M

唱え

刑
部
夜
恵
が
納
め
た
租
税
の
荷
札
。
五
斗
と
し
か
害
か
れ
て
い
な
い
が
、

白
米
の
荷
札
に
多
く
見
ら
れ
る
書
き
方
で
、
こ

の
木
簡
も
白
米
の
荷
札
と
み

ら
れ
る
。

造
酒
司
で
は
、
丹
後
国
熊
野
郡
田
村
郷
か
ら
納
め
ら
れ
た
米
の
荷
札
が
も

う
一
点
出
土
し
て
い
る
(
叩

〈
I
期
展
示
〉
)
。
筆
跡
は
よ
く
似
て
お
り
(
例

え
ば
「
丹
」
の
三
画
目
を
縦
に
長
く
書
き
、
書
き
止
め
を
踏
ん
張
る
点)、

上
端
ぎ
り
ぎ
り
か
ら
書
き
始
め
る
点
も
共
通
す
る
。
材
も
幅
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、

と
も
に
上
端
を
山
形
に
尖
ら
せ
る
。
こ
の
木
簡
は
下
部
が
折
れ
て
い
る
が
、

刊
と
同
じ
く
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
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伊
賀
固
か
ら
の
米
の
荷
札

2

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
l
二
二
六
八
)

安
拝
郡
服
織
郷
依

長
さ
一
九
j

阻
・
幅一

一六
回

・
厚
さ
五

醐

O
三
三
型
式

い

が

あ

へ

は

と

り

伊
賀
国
阿
拝
郡
服
織
郷
(
今
の
三
重
県
伊
賀
市
の
、
旧
上
野
市
服
部
付
近
)

か
ら
の
荷
札
。
単
に
「
俵
」
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
米
の
荷
札
と
み

て
よ
い
だ
ろ
う
。
か
な
り
ア
ク
の
強
い
字
だ
が
、
稚
拙
と
い
う
よ
り
、

む
し

ろ
書
き
慣
れ
た
文
字
を
サ
サ

ッ
と
書
き
つ
け
た
よ
う
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ

る
。
「
服
織
」
は
墨
が
う
す
く
「
郷
」
か
ら
ま
た
墨
が
濃
く
な
っ

て
お
り
、

こ
こ
で
筆
に
墨
を
つ
け
直
し
た
様
子
も
う
か
が
わ
れ
る
。

造
酒
司
か
ら
は
、
引
と
同
文

・
同
筆
の
木
簡
が
も
う
一
点
出
土
し
て
い
る

(宮
二
|
二
二
六
七
)
。
た
だ
、
引
は
上
端
に
切
り
込
み
を
持
ち
下
端
を
尖
ら

せ
る

O
三
三
型
式
を
と
る
の
に
対
し
、
宮
二
|
二
二
六
七
は

(
左
半
分
を
欠

失
す
る
も
の
の
)
上
端
に
切
り
込
み
を
持
ち
下
端
は
通
常
の
短
冊
形
と
な
る

O
一ニ
二
型
式
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
同
文
異
型
で
ベ
ア
と
な
る
荷
札
は
他
に
も
例
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
同
じ
荷
物
に
セ
ッ
ト
で
添
付
さ
れ
、

一
方
は
梱
包
さ
れ

た
荷
物
の
外
側
に
付
け
ら
れ
、
荷
物
が
届
い
た
際
に
確
認
を
兼
ね
て
抜
き
取

ら
れ
る
の
に
対
し
、
他
方
は
荷
物
と
と
も
に
内
側
に
梱
包
さ
れ
、
開
相
後
に

内
容
物
の
デ
ー
タ
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
、
と
解
す
る
説
も
あ
る。

た
だ
、

引
と
宮
二
|一一

一
一伏
先
ね
潰
捲
培
初
個
人
名
な
ど
を
記
し
て
い
な
い

た
め
、
同
じ
く
服
織
(
『
和

名

類

来

抄

』
で
は
服
部
)
郷
か
ら
送
ら
れ

た
も
の
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
俵
に
付
け
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

m
A

・

m
-初
・
引
に
は
、
年
が
舎
か
れ
て
い
な
い
が
、
サ
卜
を

「郷
」
と

表
記
し
て
お
り
、
し
か
も
コ
ザ
ト
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
郷
里
制
が
廃

止
さ
れ
た
七
四

O
年
(
天
平
十
二
)
頃
以
降
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

( 3 ) 



木
簡
を
よ
む

4
|
古
代
の
お
役
所
仕
事
?

引
の
解
説
で
は
、
「
「
服
織
」
は
墨
が
う
す
く
「
郷
」
か
ら
ま
た
墨
が
濃
く
な
っ

て
お
り
、
こ
こ
で
筆
に
墨
を
つ
け
直
し
た
様
子
も
う
か
が
わ
れ
る
」
と
の
解
釈
を

示
し
た
。
だ
が
、
別
の
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
憶
測
に
わ
た
る
部
分
も
多
い

が、

一
案
を
提
示
し
て
み
た
い
。

じ
っ
く
り
眺
め
て
い
る
と
、

「服
織
」
の
み
、
他
と
は
筆
が
異
な
る
よ
う
に
見

え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
書
き
手
が
別
人
と
い
う
よ
り
は
、
筆
記
に
用

い
た
筆
(
ま
た
は
墨
)
が
別
物
で
あ
っ
た
よ
う
な
、
つ
ま
り
は
記
載
の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
異
な
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

だ
と
し
た
ら
面
白
い
。
先
に
郷
名
以
外
を
書
い
た
札
を
用
意
し
て
お
き
、
米
俵

に
付
け
る
に
際
し
て
余
白
に
そ
の
部
分
だ
け
追
記
す
る
、
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
が

復
元
さ
れ
よ
う
。
す
る
と
、
荷
造
り
が
行
わ
れ
た
の
は
諸
郷
の
納
入
品
が
集
積
さ

れ
る
郡
レ
ベ
ル
の
役
所
で
あ
り
、
そ
と
で
各
郷
の
荷
札
が
一
括
し
て
作
製

・
添
付

さ
れ
た
こ
と
ま
で
推
察
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
国
名

・
物
品
名
を
省
略
す
る
簡

素
な
記
載
や
、
速
記
の
よ
う
な
ク
セ
の
あ
る
筆
致
も
、
膨
大
な
量
の
物
資
を
流
れ

作
業
で
仕
分
け
す
る
場
を
想
定
す
れ
ば
合
点
が
ゆ
こ
う
。

現
在
で
も
、
例
え
ば
書
類
の
日
付
記
載
で
「
年
」
「
月
」
「
日
」
の
み
印
字
し
て

お
き
、
そ
こ
に
数
字
だ
け
手
書
き
で
記
入
す
る
、
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
は
広
く
行

わ
れ
て
い
る
。
古
代
の
お
役
所
仕
事
も
、
あ
る
い
は
今
の
そ
れ
と
大
き
く
は
違
わ

な
い
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
ち
ら
も
本
文
で
触
れ
た
と
お
り
、

引
に
は
同
文
異
型
の
「
兄
弟
」

と
で
も
い
う
べ
き
木
簡
が
存
在
す
る
(
宮
二
|
二
二
六
七
)
。
右
を
念
頭
に
置
き

つ
つ
、
う
が
っ
た
目
で
(
?
)
改
め
て
観
察
す
る
と
、

引
と
は
逆
に
「
服
織
」
だ

け
若
干
墨
が
濃
い
よ
う
に
も
見
え
て
く
る
。
今
回
は
宮
二
|
二

二
六
七
は
出
品
さ

れ
な
い
が
、
奈
文
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
検
索
す
れ

ば
画
像
も
閲
覧
で
き
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
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余
米
の
数
量
を
記
し
た
木
簡
3

( 4 ) 

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二

|
一
一三

二
七
)

〔
余
力
〕

日
米
ニ
斗
六
升

長
さ

二

O
三
)
叩
・
幅
二
六

m
・
厚
さ
四
叩

O
五
九
形
式

小
さ
な
木
簡
で
、

上
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
一
文
字
目
は
下
半

分
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、刊は

(
I
期
展
示
)
や
泣

(
E期
展
示
)
を
参
考

よ

ま
か

に
す
れ
ば
お
そ
ら
く

「余
」
で
、
除
が
小
川
敬
渥
托
記
し
た
木
簡
叱
よ均
お
れ

る
。
余
米
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
正
倉
院
文
書
に
み
え
る

「
乗

米

」

と
同
じ
で
、
支
給
さ
れ
た
量
の
六
%
を
官
司
に
と
ど
め
、
酒
や
副
食
物
な
ど

に
ふ
り
む
け
る
た
め
の
も
の
と
も
さ
れ
る
。

下
端
は
や
や
鈍
角
気
味
に
尖
ら
せ
て
あ
る
が
、
よ
く
み
る
と
、
最
後
の

「
升
」
の
字
は
そ
れ
に
よ
り
切
り
取
ら
れ
、

一
部
欠
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
下
端
の
加
工
は
文
字
を
書
い
た
の
ち
に
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
下
端
を
尖
ら
せ
る
の
は
米
の
荷
札
・
付
札
に
多
く
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ

る
が
、

犯
の
よ
う
に
文
字
を
記
し
た
の
ち
に
加
工
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
は
っ

き
り
わ
か
る
例
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
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美
濃
固
か
ら
の
庸
米
の
荷
札

(
S
D
二一

O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
三
一
二
回
)

〔
美
濃
国
ヵ
〕

(
表
)
口
口
口
円

〔日
下
ヵ
〕
〔
友
ヵ
〕

(
裏
)
口
口
部
口
大
口
庸
六
斗長さ
二
六
二
)凹

・
幅

二

五
)
剛

・
厚
さ
六
胴

U 

O
三
九
型
式

み

の

よ
う
ま
い

美
濃
国
(
今
の
岐
車
県
南
半
)
か
ら
の
庸
米
の
荷
札
。
国
名
の
下
に
は

郡
・
郷
名
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
現
状
で
は
墨
痕
が
う
す



く
、
判
読
で
き
な
い
。
庸
は
古
代
の
税
自
の

一
つ
で
、
労
働
の
品
川
小
川
拘
に
米

や
布
で
納
め
ら
れ
、
地
方
か
ら
上
京
し
都
で
雑
事
に
従
事
す
る
仕
丁
(
男

性
)
や
采
女
(
女
性
)
な
ど
の
食
料
に
充
て
ら
れ
た
。

奈
良
時
代
に
は
一
日
の
米
の
支
給
量
は

一
人
二
升
が
基
準
で
あ
り
、
旧
暦

の
一
ヵ
月
は
三
十
日
(
大
の
月
)
ま
た
は
二
十
九
日
(
小
の
月
)
で
あ
っ
た

た
め
、
庸
米
は
一
人
の
一
ヵ
月
分
の
支
給
量
と
し
て
六
斗
(
二
升
×
三
十
日
)

ま
た
は
五
斗
八
升
(
二
升
×
二
九
日
)
で
ま
と
め
ら
れ
る
の
を
基
本
と
し
た
。

"
は
左
半
を
欠
失
し
て
お
り
、
裏
面
の
記
載
も
左
半
分
し
か
残
っ
て
い
な
い

が
、
末
尾
の
「
六
斗
」
は
、
そ
の
上
の
文
字
を
「
庸
」
と
読
む
た
め
の
重
要

な
手
が
か
り
と
な
る
。
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果
実
(
イ
チ
イ
の
実
)

の
付
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
三
|
二
三
三
五
)

(
表
)
様
-
一
斗
五
升

(裏
)
二
月
四
日

長
さ
一
四
一

m
・
幅
二
九

m
・
厚
さ
三

m

O
三
二
型
式

イ
チ
イ

(リ
楳
)
の
実
に
付
け
ら
れ
た
付
札
。
二
斗
五
升
は
今
の

一
斗

一

升
二
合
五
勺
、
約
二

0
・
二
五
品
。
イ
チ
イ
は
常
緑
針
葉
樹
の
一
種
で
、
初

秋
に
赤
い
実
を
つ
け
る
。
果
実
は
食
用
に
な
る
が
、
種
子
や
葉
に
は
有
毒
成

分
が
含
ま
れ
て
お
り
、
多
量
に
摂
取
す
る
と
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

現
在
で
も
、
イ
チ
イ
の
実
を
焼
酎
な
ど
に
漬
け
込
ん
で
作
る
果
実
酒
が
あ

る。

"
の
イ
チ
イ
も
、
造
酒
司
か
ら
出
土
し
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
果
実

酒
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
(
た
だ
し
そ
の

場
合
、
今
の
イ
チ
イ
酒
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ワ
イ
ン
の
よ
う
に
果
実

そ
の
崎
一
川
崎
暁
神
崎
寸
吠
WJJ円
。り小
川
楢
卵
、
崎
巧
う
か
)
。
正
倉
院
文
書
中
に

・
は
「
伊
吻
比
か
恵
比
天
美
奈
不
之
天
阿
利
奈
利
」

(
H
イ
チ
イ
に
酔
っ
て
、

み
ん
な
臥
し
て
い
る
)
と
の
記
述
を
含
む
、
万
葉
仮
名
で
書
か
れ
た
文
書
が

あ
る
(
続
修
別
集
四
八
巻
十
紙
)
。
こ
れ
が
イ
チ
イ
の
酒
を
飲
ん
で
の
こ
と

な
の
か
、
そ
れ
と
も
種
子
な
ど
の
有
毒
成
分
を
微
量
に
摂
取
し
て
の
状
態
を

木
簡
を
よ
む
5
|
釈
読
訂
正
の
種
明
か
し

そ
の
四

ね
の
木
簡
は
こ
れ
ま
で
全
く
読
ま
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

っ
か
大
き
な
釈
読
の
変
更
が
あ
っ
た
。

裏
面
の
「
六
斗
」
の
上
の
文
字
は
、
従
来

「
口
〔
康
ヵ
ご
と
し
て
き
た
。
し

か
し
、
現
在
で
は
六
斗
を
単
位
と
す
る
貢
進
は
庸
米
に
典
型
的
な
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
お
り
、
残
画
か
ら
み
て
も
「
庸
」
と
み
て
矛
盾
は
な
い
。

そ
う
な
る
と
、
そ
の
前
に
は
貢
進
主
体
が
書
か
れ
る
の
が
一
般
的
で
、
国
・
郡

・
郷
(
里
)
の
行
政
単
位
の
記
載
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
う
目
で
表
面
を

見
る
と
、
従
来
「
倉
園
」
と
読
ん
で
き
た
冒
頭
の
部
分
は
ど
う
も
落
ち
着
か
な
い
。

ま
ず
、
「
園
」
と
読
ん
で
き
た
文
字
は
国
構
え
の
文
字
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
、

筆
画
か
ら
み
る
と

「国
」
で
も
全
く
矛
盾
は
な
い
。
古
代
の

「国」

は
国
構
え
に

「
王
」
(
「
玉
」
は
皆
無
)
か
、
国
構
え
に
「
或
」
の
二
通
り
の
字
体
に
大
別
さ
れ

る
が
、
後
者
の
場
合
き
ち
ん
と

「
或
」
と
書
く
の
は
む
し
ろ
僅
か
で
、
た
い
て
い

の
場
合
国
構
え
の
中
に
何
か
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
書
い
て
あ
る
と
い
っ
た
程
度
の
も

の
が
多
い
の
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
そ
の
上
は
国
名
に
な
ら
な
い
か
。
従
来
は

一
文
字
と
み
て
「
倉
」

に
し
て
き
た
の
だ
が
、
第

一
画
と
第
二
画
を
こ
ん
な
に
交
差
さ
せ
る
「
倉
」
が
あ

る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
目
で
国
名
に
な
ら
な
い
か
み
て
い
く
と
、
古
代
の
国
は

六
十
ヵ
国
程
度
で
あ
る
か
ら
一
つ
ず
つ
当
て
は
め
て
み
れ
ば
よ
い
。
そ
う
す
る
と
、

庸
米
の
貢
進
国
で
こ
の
筆
画
に
あ
う
国
と
し
て
浮
上
す
る
の
が

「美
濃
」
だ
っ
た

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
際
に
決
め
手
に
な

っ
た
の
は
、
「美
」
の
「
大
」
の

部
分
の
左
右
の
払
い
に
そ
れ
ぞ
れ
筆
画
を
入
れ
る
字
体
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。「
倉
」
と
読
ん
で
い
た
部
分
の
上
半
は
よ
さ

の

下
半
、
下
半
は
「
濃
」

の
穿
の
右
半
分
の
可
能
性
が
あ
る
と
み
る
の
で
あ
る
。

い
く

( 5 ) 



意
味
す
る
の
か
、
厳
密
に
は
判
定
し
か
ね
る
が
、

は
低
い
と
思
い
た
い
。

ち
な
み
に
、
平
城
宮
か
ら
は
「
伊
知
比
古
」
と
書
か
れ
た
木
簡
も
出
土
し

て
い
る
(
宮
七
l

一
一
九
八
七
)
。
こ
れ
も
、
か
つ
て
は
イ
チ
イ
の
「
子
」

(
H

実
)
と
す
る
説
も
あ
っ
た
が
、
正
倉
院
文
書
に
は
「
伊
知
比
古
」
を
「
把
」

単
位
で
数
え
て
い
る
例
が
あ
る
な
ど
(
『
大
日
本
古
文
書
』

一
六
|
二
九
九
)
、

イ
チ
イ
の
果
実
と
解
す
る
の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
現
在
で
は
、
「
伊
知

比
古
」
は
イ
チ
ゴ
に
比
定
す
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。 さ

す
が
に
後
者
の
可
能
性
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「
古
淳
」
と
記
し
た
木
簡

(
S
D
三
O
一二
五
出
土
。
宮
二
|
二
三
二
四
)

(表
)
(裏)
水
四
石
四
斗
二
升

古
浮

和口
長 ヵ銅
主〕 四

三 年
mm 

四

厚
さ

mm 

o=三
型
一
式

ふ

る

か

す

わ

み

よ

う

る
い
窓
畑

k
う「
古
浮
」
と
記
し
た
木
簡
。「
津
」
は
酒
粕
の
こ
と
で
、
『
和
名

類

衆

刷

V
L
f
bう
も
初
玖
J

」
と
訓
じ
ら
れ
る
。
一
方
、
天
呼
坑
年
嘘
(
七

三
七
)
但
馬
国
正
税
帳
を
参
照
す
る
と
、

「
糟
」
に
「
加
末
多
知
」
の

訓
が
付
さ
れ
て
お
り
、
疫
病
患
者
に
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

(
『
大
日
本
古
文
書
』
二

l
五
六
)
。

お
は
、
こ
れ
ま
で
も
裏
面
の
文
字
の
存
在
に
は
気
づ
か
れ
て
い
た
も
の
の
、

墨
痕
不
明
瞭
で
釈
読
不
能
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
改
め
て
赤
外
線
装

置
を
用
い
つ
つ
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
水
の
容
積
や
年
紀
が
書
か
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
四
石
四
斗
二
升
は
今
の
約
一
石
九
斗
九
升
、
三
六

0
2
弱

に
あ
た
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

犯
が
同

(I
期
展
示
)
や
お

(E
期
展
示
)
と

類
似
の
大
型
の
衰
の
付
札
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
お
、

犯

に
は

「水
」
と
あ
る
か
ら
、
お
と
同
じ
く
水
衰
の
付
札
と
み
ら
れ
る
。
た
だ

し、

日

・
お
と
異
な
り

「O
条
ム
」

と
い
う
位
置
表
示
の
な
い
お
は、

日

・

木
簡
を
よ
む
6

|
隠
れ
た
旨
味

古
代
ワ
イ
ン
と
も
い
う
べ
き
(
?
)
イ
チ
イ
・
酒
の
味
わ
い
を
初
制
さ
せ
る
却
。

だ
が
、
実
は
こ
の
木
簡
に
は
さ
ら
な
る
見
、
と
こ
ろ
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

上
端
付
近
に
注
目
し
た
い
。
表
面
の
切
り
込
み
の
聞
に
、
帯
状
の
変
色
部
分
が

あ
る
の
が
わ
か
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
、
木
簡
を
物
品
に
括
り
つ
け
る
た
め
の
紐
に

由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

付
札
類
は
、
切
り
込
み
に
紐
を
掛
け
て
対
象
の
物
品
に
結
わ
え
付
け
ら
れ
る
場

合
が
多
い
。
す
る
と
、
紐
の
下
に
な
っ
た
部
分
だ
け
日
焼
け
を
ま
ぬ
が
れ
、
白
っ

ぽ
く
色
が
抜
け
る
と
と
が
時
折
起
こ
る
の
で
あ
る
。
数
多
あ
る
荷
札

・
付
札
の
な

か
で
も
、
た
ま
に
し
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
珍
味
と
言
え
よ
う
。

こ
の
紐
の
痕
跡
、
裏
面
に
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
、

M
は
現

状
の
表
面
を
上
に
し
て
物
品
に
括
り
つ
け
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
状
態
が

一
定
以
上

の
期
間
継
続
し
た
こ
と
ま
で
推
察
で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
裏
面
の

「二

月
四
日
」
の
記
載
が
ど
れ
ほ
ど
用
を
な
し
た
か
、
若
干
の
不
安
も
覚
え
る
。

さ
ら
に
、
切
り
込
み
の
形
状
が
台
形
な
の
も
目
に
留
ま
る
。
単
純
に
上
下
二
方

向
か
ら
刃
物
を
入
れ
て
三
角
形
に
作
り
出
す
よ
り
手
間
が
か
か
り
、
丁
寧
な
仕
上

げ
の
荷
札

・
付
札
に
多
い
特
徴
と
さ
れ
る
。

た
だ
、
よ
く
見
る
と
、

却
で
は
表
裏
と
も
刃
を
深
く
入
れ
過
ぎ
て
、
切
り
痕
が

残
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
ま
さ
か
、
イ
チ
イ
酒
に
酔
っ
て
手
元
が
狂

っ
た
わ
け
で
も
な
か
ろ
う
に
・::・
。

だ
が
、
こ
の
切
り
痕
こ
そ
M
の
醍
醐
味
。
下
か
ら
の
も
の
の
方
が
深
い
こ
と
か

ら
、
作
り
手
は
ま
ず
下
側
か
ら
切
り
込
み
を
入
れ
た
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
表

面
右
側

(裏
面
で
は
左
側
)

の
切
り
込
み
の
下
部
は
、
裏
面
に
は
奥
深
く
食
い
込

ん
だ
切
り
痕
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
表
面
は
そ
の
痕
跡
が
う
す
い
。
察
す
る

に
、
作
り
手
は
現
状
の
表
面
を
上
に
し
て
左
手
で
木
簡
を
持
ち
、
右
手
の
手
首
を

返
す
よ
う
に
し
な
が
ら
刃
を
入
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

面
と
向
き
合
え
ば
、
思
い
が
け
な
い
事
柄
ま
で
語
っ
て
く
れ
る
木
簡
も
あ
る
。

お
気
に
入
り
の
木
簡
を
心
ゆ
く
ま
で
眺
め
る
の
も
、
地
下
の
正
倉
院
展
な
ら
で
は

の
楽
し
み
方
。
そ
れ
ぞ
れ
の
醸
し
だ
す
面
白
味
を
、
是
非
ご
堪
能
あ
れ
。

( 6 ) 



加
が
付
け
ら
れ
た
費
と
は
別
個
の
建
物
で
使
用
さ
れ
た
琵
の
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。
和
銅
四
年
は
七
一

一
年。

新
た
な
事
実
の
解
明
は
、
時
に
ま
た
新
た
な
謎
を
呼
ぶ
。
新
釈
文
に
よ
り
、

お
は
現
状
で
は
便
宜
的
に
裏
面
と
し
て
い
る
側
を
上
に
し
て
大
費
に
括
り
つ

け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
現
状
の
表
面
の
記
載

「古
浮
」

と
の
関
係
は
説
明
し
づ
ら
い
。
別
目
的
の
木
簡
へ
の
転
用
の
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
ど
ち
ら
の
面
が
先
に
記
さ
れ
た
の
か
、
ひ
い
て

は
ど
ち
ら
を
表
面
と
み
な
す
べ
き
か
、
判
断
し
が
た
い
問
題
が
残
さ
れ
る
。
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東
大
殿
の
聾
の
付
札

(
S
D
二一
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
三
一
三
ニ
)

東
大
殿
産
車
人

長
さ
ニ
二
六

m
・
幅
(
三
四
二
川

・
厚
さ
四
叩

O
三
二
型
式

お

お

と

の

み

か

「
東
大
殿
」
の
雇

(
H
大
喪
)
に
付
け
ら
れ
た
付
札
。
東
大
殿
の
詳
細
は

不
明
。
た
だ
、
奈
良
時
代
に
は
天
皇
や
貴
族
の
邸
宅
の
中
心
的
建
物
を
「
大

殿
」
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
る
た
め
、
宮
内
か
ら
の
出
土
で

あ
る
こ
と
や
、
造
酒
司
木
簡
の
年
代
は
奈
良
時
代
前
半
に
比
定
さ
れ
る
も
の

が
多
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
あ
る
い
は
お
の
「
東
大
殿
」
が
平
城
宮
東
張
出

と

う

い

ん

お

ぴ

と

部
(
い
わ
ゆ
る
東
院
地
区
)
に
置
か
れ
た
首
皇
子
(
即
位
後
は
聖
武
天
皇
)

の
倍
邦
博
征
嚇
を
指
寸
前
一
議
推
伶
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
平
城
宮
内
の
第
二

次
大
極
殿
院
・

東
区
朝
堂
院
地
区
の
北
方
(
東
院
地
区
か
ら
は
西
方
に

あ
た
る
)
に
は
奈
良
時
代
を
通
じ
て
内
裏
が
置
か
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お

り
、
そ
こ
の
正
殿
に
対
し
、
東
院
地
区
の
正
殿
を
「
東
大
殿
」
と
呼
称
す
る

こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

一
1
四
文
字
目

「東
大
殿
麗
」
と
五
・
六
文
字
目
「
麗
人
」
と
で
は
、
筆

跡
が
異
な
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
大
費
の
付
札
の
記
載
と
し
て
は
「
東

大
殿
珪
」
の
み
で
事
足
り
る
と
思
わ
れ
る
時
均
い
よ
あ
る
い
は
費
が
東
大
殿
へ

送
ら
れ
不
用
と
な
っ
て
か
ら

「麗
人
」
と
習
書
さ
れ
、
そ
の
後
に
廃
棄
さ

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭

45 

大
殿
祭
で
用
い
る
酒
の
量
な
ど
を
記
し
た
木
簡

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
l
二
二

四
二

乙
上
大
殿
祭
料
口
口
口

裏表

二酒

升 li
口 升
口
口
口

円

U 

長
さ
(
一一一
O
)
剛
・
幅一

O
m
・
厚
さ
三
剛

O
八
一

型
式

お
お
と
の
ほ
が
い

じ
ん
こ
ん
じ
き

大
殿
町
深
う
は
殿
舎
に
災
い
が
な
い
よ
う
に
、
毎
年
六
月
の
神
ム
7

食
之
-
十

k
b
え
M

一
月
の
新
嘗
祭
の
際
に
、
内
裏
で
行
な
わ
れ
た
儀
式
。
臨
時
に
は
大
嘗
祭

や
、
斎
宮
・
斎
院
ト
定
の
あ
と
、
ま
た
内
裏
新
造
、
行
幸
、
還
幸
な
ど
の
場

合
に
も
行
わ
れ
た
。

造
酒
司
出
土
木
簡
に
は
、
七
二
四
年
(
神
亀
ご

二
月
に
即
位
し
た
聖
武

天
皇
が
こ
の
年
十
一
月
に
挙
行
し
た
大
嘗
祭
に
関
わ
る
木
簡
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
年
代
は
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

却
の
大
殿
祭
は
聖
武

天
皇
の
大
嘗
祭
に
関
わ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
時
に
準
備
す
る
酒
の

.
量
を
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
『
延
喜
式
』
(
践
一
昨
大
嘗
祭
式
大
殿
祭
条
)

に
よ
る
と
、
大
殿
祭
料
の
酒
の
量
は
ニ
升
で
あ
り
、
裏
面
に
記
載
さ
れ
た
数

量
と

一
致
す
る
。
五
升
は
今
の
二
升
二
合
五
勺
、
約
四
B
に
相
当
す
る
。

46 

「
白
酒
」
と
・
記
し
た
木
簡

(
S
D
三
O
二一
五
出
土
。
宮
二
|
一
豆
二
六

白
;酉

〔
火
力
〕

酒
口

長
さ
九
六

m
・幅

一
八
m
-
厚
さ
四
叩

O
二一

型
式

「
白
酒
」
は
比
較
的
安
価
な
濁
酒
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
白
酒

(シ

( 7 ) 



ロ
キ
)
は
黒
酒
(
ク
ロ
キ
)
に
対
す
る
言
葉
で
、
判
の
白
酒
は
、
恐
ら
く
「
黒

酒
」
と
な
ら
び
新
嘗
祭

・
大
嘗
祭
に
供
さ
れ
る
酒
で
あ
ろ
う
。
『
延
喜
式
』
(
造

酒
司
式
新
嘗
会
白
黒
二
酒
料
条
)
に
そ
の
作
り
方
が
見
え
、
麹
米
の
比
率
が

く

さ

き

三
割
弱
で
発
酵
さ
せ
た
も
の
が

「白
酒
」
で
、
そ
れ
に
久
佐
木
灰
を
加
え
た

も
の
が
「
黒
酒
」
で
あ
る
。
久
佐
木
灰
を
入
れ
る
か
ど
う
か
が
白
酒
と
黒
酒

の
違
い
な
の
で
あ
る
。
白
酒

・
黒
酒
は
『
万
葉
集
』
(
巻
第
十
九
、
四

二
七

五
)
や
、
『
続
日
本
紀
』
(
天
平
神
護
元
年
〈
七
六
五
〉
十
一
月
庚
辰
〈
二
三

日
〉
条
)
な
ど
に
も
見
え
る
。

な
お
、
四
文
字
目
は
「
人
」
で
、

「
酒
人
」

と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

47 

大
嘗
祭
の
翌
月
の
年
紀
を
記
し
た
付
札(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
1
l
二
三
二
八
)

一神
亀
元
年
十
二
月

長
さ

一
九一

m
・
幅
二
八
阻

・
厚
さ
三
m

o=二
型
式

「
神
亀
元
年
十
二
月
」
は
聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
の
翌
月
に
あ
た
る
。
反
対

面
に
は
文
字
が
残
っ
て
い
な
い
が
、
年
紀
だ
け
の
木
簡
は
考
え
に
く
く
、
本

来
は
反
対
面
に
木
簡
の
機
能
に
関
わ
る
記
載
が
あ
り
、
こ
ち
ら
が
本
来
の
木

簡
の
表
面
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

上
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
も
っ
木
簡
と
し
て
の
形
状
か
ら
み
る
と
、
付

札
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
貢
進
物
の
荷
札
か
、
保
管

用
の
ラ
ベ
ル
か
の
判
断
は
難
し
い
が
、
十
二
月
を
貢
進
月
と
す
る
租
税
の
荷

札
は
少
な
い
こ
と
、
「
神
亀
元
年
十

一
月
十

一
日
」
の
日
付
を
も
っ
容
量
を

記
し
か
っ
大
き
さ
の
よ
く
似
た
木
簡
(
叩

〈I
期
展
示
〉
)
が
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
考
え
る
と
、
大
嘗
祭
の
後
始
末
に
関
わ
る
酒
や
水
な
ど
の
付
札
だ
っ

た
と
み
る
の
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
左
辺
の
切
り
込
み
よ
り
下
、
及
び
右
辺

下
端
は
欠
損
す
る
。

48 

多
人
数
へ
の
物
品
支
給

( 8 ) 

(
?
)
 
に
か
か
わ
る
木
簡
の
削
屑

(
S
D
二一
O
三
五
出
土
。
宮
二
l
二
三
九
二
)

八
百
九
十
三
人
料

O
九
一
型
式

多
人
数
へ
の
物
品
支
給
に
関
わ
る
長
大
な
削
屑
。
古
代
の
木
簡
で
は
恐
ら

く
最
大
の
人
数
を
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
『
延
喜
式
』
践
昨
大
嘗
祭
式

雑
給
料
条
に
よ
る
と
、
大
嘗
祭
に
は
多
人
数
の
参
会
者
が
み
え
る
の
で
、
こ

れ
も
聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
と
関
わ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

末
尾
の
文
字
は

「米
」
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
や
や
左
に
寄
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
み
て
、
穿
に
「
斗
」
ま
た
は
「
斤
」
が
付
く
と
み
ら
れ
、
「
料
」

(「
析」

は
「
料
」
の
異
体
字
)
と
み
て
誤
り
あ
る
ま
い
。

造
酒
司
の
諸
相

67 

備
前
国
か
ら
の
費
の
シ
タ
ダ
ミ
の
荷
札(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
八
二
)

備
前
回
海
畑
、
螺

御
勢
一
斗
長
さ

一
八
O
m
-
幅
二
四
m
・
厚
さ
六
胴

O
ご
一二
型
式

ぴ
ぜ
ん

備
前
担
(
今
の
岡
山
県
南
東
部
)
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
海
細
螺
(
シ
タ
ダ

ミ
)
の
賢
の
荷
札
。
一
斗
は
今
の
四
升
五
池
沢
約
八

・
一
品
に
あ
た
る
。

御
賛
の
上
に

一
字
空
け
ら
れ
て
い
る
の
は
閥
字
と
い
い
、
貴
人

(
こ
こ
で

は
天
皇
)
に
対
し
て
尊
敬
の
意
を
込
め
た
書
き
方
で
あ
る
。

備
前
国
0
・
掛
と
し
て
は
、
内
裏
北
外
郭
官
街
の
土
坑
S
K
八
二
O
か
ら
見

つ
か
っ
た
水
母
の
荷
札
が
あ
る
(
宮

一
|
三
九
八
)
。「
国
名
+
品
目
」
、
閥

字
を
置
い
て

「御
賢
」

と
い
う
書
き
方
は
た
い
へ
ん
よ
く
似
て
い
る
。



68 

若
狭
国
か
ら
の
賛
の
イ
ワ
シ
の
荷
札

(
S
D
一二
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
八
三
)

青
郷
御
勢
伊
和
志
勝
五
升
長
さ
七
八

m
・
幅
一
四

m
・
厚
さ
三

m

O
二
一
型
式

わ

か

さ

お

に

ゅ

う

若
狭
国
遠
敷
郡
青
郷
(
今
の
福
井
県
高
浜
駒
山
町
一
部
)
よ
り
御
賛
と
し

て
進
上
さ
れ
た
「
伊
痢
響
く
弘
イ
ワ
シ
)
の
「
脂
」
(
干
物
)
の
荷
札
。
若

狭
国
は
、
い
わ
ゆ
る
御
食
国
の

一
つ
と
し
て
、
全
国
の
中
で
も
と
り
わ
け

多
く
の
費
を
貢
納
す
る
地
域
の
一
つ
だ
っ
た
。

こ
こ
で
は
イ
ワ
シ
が
「
伊
和
志
」
と
万
葉
仮
名
で
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。

「
鰯
」
と
表
記
す
る
木
簡
も
あ
る
(
宮
三
|
二
一
五
三
五
)
が
、
賢
の
荷
札
の
場

合
に
は

「
多
比
」
(
鯛
)
・
「
伊
加
」
(
烏
賊
)
の
よ
う
に
万
葉
仮
名
で
表
記

す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
木
簡
と
し
て
非
常
に
小
さ
く
、
し
か
も
荷
札
で

あ
る
の
に
切
り
込
み
ゃ
下
端
を
尖
ら
せ
る
加
工
が
な
い
と
い
う
た
い
へ
ん
特

異
な
形
状
を
と
る
点
も
こ
の
木
簡
の
特
徴
で
あ
る
。
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志
摩
固
か
ら
の
調
の
ワ
カ
メ
の
荷
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
四
八
)

戸
、
玉
大
伴
部
小
咋
調
海
藻
六
斤

志
摩
国
志
摩
郡
伊
雑
郷
口
理
里

a

J

1

1

養
老
-
一
年
四
月
三
日

長
さ
コ
二
四
回

・
幅一二二

m
-
厚
さ
三
m

O
三
三
型
式

し

ま

め

志
摩
国
志
摩
郡
(
今
の
三
重
県
鳥
羽
市
)
か
ら
の
調
の
海
藻
(
ワ
カ
メ
)

の
荷
札
。
六
斤
は
大
斤
で
、
現
在
の
約
四
回
。
志
摩
国
は
七

一
九
年

(
養
老

さ

き

一
ニ
)
四
月
に
塔
志
(
答
志
)
郡
と
佐
議
に
分
か
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は

志
摩
郡
一
郡
絞
口
た
と
み
ら
机
吸
い
》
雑
郷
は
後
に
答
志
郡
に
属
す
る
。

志
摩
国
も
若
狭
国
と
並
ぶ
御
食
固
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
し
か
し
荷
札

の
書
き
方
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
若
狭
国
で
は
天
皇
の
食
料
と
し
て
の

費
も
含
め
、
国
郡
郷
を
明
記
し
た
典
型
的
な
荷
札
の
書
式
を
と
る
も
の
が
多

い
。
こ
れ
に
対
し
志
摩
国
で
は
、
そ
の
貢
進
を
特
徴
付
け
る
ア
ワ
ビ
の
荷
札

に
顕
著
に
現
れ
る
よ
う
に
、
地
名
を
サ
ト
名
し
か
書
か
な
か
っ
た
り
、
地
名

も
書
か
ず
に
品
目
名
の
み
書
い
た
り
す
る
簡
略
な
書
式
の
荷
札
が
圧
倒
的
に

多
い
。
そ
れ
ら
は
明
記
は
な
い
が
費
の
荷
札
と
考
え
て
よ
い
。

た
だ
、
同
じ
志
摩
国
で
も
、
調
と
し
て
の
貫
進
を
明
示
す
る
荷
札
の
場
合

に
は
、

ωの
よ
う
に
一
裕
的
な
荷
札
の
書
式
で
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
志
摩

国
の
訓
切
品
口
問
点
ほ
梯
藻
(
ワ
カ
メ
)
が
最
も
多
く
、
他
に
海
藻
根
、
赤
乃

利、

海
松
、
名
乃
利
毛
(
以
辻
都
中
ず
れ
も
海
藻
類
)
、
イ
リ
コ
、
堅
魚
な

ど
が
知
ら
れ
、
ア
ワ
ビ
は
耽
羅
鰻
(
耽
羅
〈
H
済
州
島
〉
付
近
を
原
産
と

す
る
と
い
う
ア
ワ
ビ

一
種
)
が
一
点
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
品
目
、
税
目
、
荷
札
と
し
て
の
書
式
が
連
動
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
志
摩
国
の
個
性
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
歴
史
的

な
位
置
づ
け
と
密
接
に
関
わ
る
現
象
な
の
で
あ
ろ
う
。

70 

上
総
国
か
ら
の
調
の
ア
ワ
ビ
の
荷
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
l
ニ
二
九
O
)

〔調
ヵ
〕

上
総
国
阿
幡
郡
綾
ロ
ヰ
放
二

一編
三
列

長
さ
二
六
四
)
胴

・
幅
二
六
m
・
厚
さ
五

m

O
三
九
型
式

上
総
国
阿
幡
(
ア
ハ
リ
安
房
)
郡
(
今
の
千
葉
県
館
山
市
他
)
か
ら
の
ア

ワ
ビ
の
荷
札
。
耳
放
鰻
は
加
工
の

一
種
と
思
わ
れ
る
。
『
延
喜
式
』

主
計
寮

で
は
安
房
国
に
か
ぎ
っ
て
調
物
と
し
て
、
着
耳
接
、
放
耳
鰻
を
指
定
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
地
方
の
特
殊
な
加
工
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、

「阿
幡
郡
」
の
表
記
が
異
例
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
木

簡
の
事
例
を
み
る
限
り
、
「
安
房
郡
」
の
表
記
に
な
る
の
は
七
一
八
年
(
養

老
二
)
に
上
総
国
か
ら
安
房
国
が
分
立
(
『
続
日
本
紀
』
養
老
二
年
五
月
乙

未
〈
二
日
〉
条
)
し
て
以
後
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
は

「阿
波
国
造
」
の
流

れ
を
く
む
「
阿
波
」
の
表
記
が
一
般
的
だ
っ
た
(
例
え
ば
郡
評
論
争
解
決
の

( 9 ) 



契
機
に
な
っ
た

「
己
亥
年
十
月
上
抹
国
阿
波
評
松
里
」
の
木
簡
な
ど
〈
『
評

制
下
荷
札
木
簡
集
成
』

七
五
〉
)
。
「
阿
幡
」
は
そ
の
異
表
記
と
い
え
よ
う
。

た
だ
、
木
簡
の
文
字
を
よ
く
見
る
と
、
「
幡
」
の
偏
は
「
山
」
で
あ
っ
て
、

「巾」

に
は
見
え
な
い
。
縦
画
の
下
半
が
消
え
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い

が
、
実
は

「阿
幡
」
を
こ
れ
と
全
く
同
じ
山
偏
に
「
番
」
の
字
体
で
書
く
例

が
も
う
一
つ
あ
る
(
城
二
七
i

一
八
下
。
長
屋
王
家
木
簡
)
。
「
幡
」
の
異
体

字
と
し
て
、
「
幡
」
の
字
体
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

安
房
国
は
そ
の
後
七
四

一
年
(
天
平
十
三
)
か
ら
七
五
七
年
(
天
平
宝
宇

こ
ま
で
の
聞
は
上
総
固
に
再
統
合
さ
れ
た
が
、

「安
房
郡
」
の
表
記
は
そ

の
ま
ま
残
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
み
る
と
、
こ
の
木
簡
は

安
房
国
の
分
立
よ
り
も
前
、
す
な
わ
ち
七
一
八
年
(
養
老
二
)
以
前
と
み
て

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
れ
は
出
土
遺
構
の
状
況
や

一
緒
に
出
土
し
た
木
簡
の

年
代
と
も
矛
盾
し
な
い
。

71 

女
性
名
と
数
字
を
記
し
た
小
型
の
木
簡
5
(
S
D
三
O
一二五
出
土
。
宮
二
|
二
三
四
六
)

(表
)
秋
鳴
女

(裏
)
円

「五
」u
 

長
さ
七
二
m
-
幅
一
五
m
-
厚
さ
三
胴

O
二
一
型
式
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女
性
名
と
数
字
を
記
し
た
小
型
の
木
簡
6
(
S
D
二一
O
コ一五
出
土
。
宮
二
|
二
三
五
四
)

家
女
赤
一
祷
ーー「

-
L_ 

長
さ
六
八
四

・
幅
一九

m
・
厚
さ
二

m

O
二
一
型
式

n
・
η
は
、
薄
く
小
さ
な
木
片
に
女
性
の
名
前
な
ど
が
記
さ
れ
た
、
用
途

未
詳
の
謎
の
木
簡
。
上
下
両
端
は
刃
物
を
入
れ
て
切
断
し
た
だ
け
で
、
つ
く

り
は
粗
い
。
古
代
の
女
性
名
は
「

O
Oめ
」
と
最
後
に
「
め
」
(
表
記
は
「
女
」

ま
た
は
「
売
」
)
が
付
け
ら
れ
る
の
が

一
般
的
だ
っ
た
。
S
D
三
O
三
五
か

ら
は
、
類
似
の
木
簡
が
二
O
点
近
く
見
つ
か
っ
て
い
る

示〉、

白

・
日

〈E
期
展
示
〉
な
ど
)
。

別
筆
で
数
字
が
記
さ
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
、
ま
た
日
の
「
御
」

(
H
御

く
ん

服
、
天
皇
用
の
服
の
意
か
)
や
花
の

「
摺
」
(
リ
ス
カ
ー
ト
状
の
女
性
用
の

衣
服
)
と
い
っ
た
記
載
か
ら
は
、
名
前
の
記
さ
れ
た
女
性
が
縫
製
し
た
衣
服

つ
け
ふ
だ

の
種
類
と
数
量
を
記
し
た
付
札
で
あ
る
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。
そ
う
す

る
と
、

M
の

「麻
」
は
そ
の
素
材
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
に
考
え

た
場
合
、
造
酒
司
と
の
関
わ
り
は
説
明
し
に
く
く
な
る
。

造
酒
司
と
の
関
係
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

一
緒
に
み
つ
か
っ
た

木
簡
に
聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
に
関
わ
る
一
群
が
あ
る
(
訂

・
初
・
犯

・
判
〈I

期
展
示
〉、

引

-n
・
紛

-
M
〈E
期
展
示
〉
、
桁
・
判

・
灯
・
柑
)
の
で
、

か

っ

こ

大
嘗
祭
に
奉
仕
す
る
造
酒
童
女
と
呼
ば
れ
る
女
性
の
存
在
が
参
考
に
な
る
か

も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
酒
守
つ
く
り
に
女
性
が
携
わ
る
こ
と
も
あ
り
得
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
木
簡
に
は
、
い
ず
れ
も

O
一
一く一
九
い
う
型
式
番
号

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
番
号
の
定
義
は
「
小
型
矩
形

(
H
長
方
形
)

の
も
の
」
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
大
き
め
の
通
常
の

「短
冊
形
」
と
さ
れ

る
O
一
一
型
式
と
の
区
別
は
や
や
暖
昧
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
こ
の

型
式
番
号
を
使
用
す
る
機
会
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

(日

・
日

〈I
期
展

( 10 ) 
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大
臣
家
に
充
て
た
物
品
の
付
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
l
二
一
二
三
七
)

円
U

正
月
八
日
大
臣
家
元
奉
長
さ

一二
O
m
・
幅
二
五
m
・
厚
さ
五

m

O
三
二
型
式

大
臣
家
に
充
て
た
何
ら
か
の
物
品
の
付
札
。
下
端
に
の
み
恒

J
K拘
り
込

み
を
も
っ
比
較
的
め
ず
ら
し
い
形
状
の
木
簡
。「
大
臣
家
に
充
て
奉
る
」

と
読
め
、
漢
文
で
は
な
く
日
本
語
の
語
順
の
通
り
に
文
字
が
並
べ
ら
れ
て
い

る
。
木
目
方
向
へ
の
惨
み
が
曜
礼
しが
た
め
文
字
が
大
変
読
み
に
く
く
、

「充

奉
」
の
部
分
は
こ
れ
ま
で
「
毛
席
」
と
読
ま
れ
て
き
て
い
た
。

「奉
」
の



右
下
の
墨
書
は
ご
口
〔
合
ヵ
ご
と
さ
れ
て
き
た
が
、
逆
に
そ
う
読
む
の

は
難
し
く
な
っ
た
。
二
文
字
の
可
能
性
も
あ
る
。

他
の
木
簡
の
年
紀
と
の
関
連
で
神
亀
元
年
頃
の
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、

大
臣
は
長
屋
王
(
七
一

一一

年
〈
養
老
五
〉
正
月
|
七
二
四
〈
神
亀
こ

・
右

大
臣
、
七
二
四
年
二
月
|
七
二
九
〈
天
平
二

年
二
月

・
左
大
臣
)
に
比
定

可
能
で
あ
る
。

74 

帳
簿
の
削
屑

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
ニ
|
二
四
九
四
)

口口
口口
「半口J
口
〔込ぷ〕
者 「半口j

前窓
口当権
〔込昌寺1
令 II 

〔込誌〕
口事

同七

O
九
一
型
式

帳
簿
の
木
簡
の
削
屑
と
み
ら
れ
る
。
木
の
特
性
か
ら
木
簡
は
木
目
方
向
に

長
い
材
を
用
い
る
の
が
普
通
な
の
で
、
帳
簿
の
よ
う
に
多
数
の
行
数
を
確
保

し
た
い
場
合
に
は
、

M
の
元
に
な
っ
た
木
簡
の
よ
う
に
材
を
横
に
し
て
木
目

よ
こ
ざ
い

!

と
直
交
す
る
方
向
に
害
く
場
合
が
あ
る
(
こ
れ
を
横
材
の
木
簡
と
呼
ぶ
)
。

「
務
省
」
、
「
師
宿
」
、
「
伴
宿
」
は
、
中
務
省

・
土
師
宿
祢

・
大
伴
宿
祢
に

あ
た
る
か
。
別
筆
で
支
給
量
を
記
し
て
い
る
。
と
あ
る
宴
会
に
参
加
す
る
官

人
に
対
す
る
、
酒
も
し
く
は
酢
の
支
給
簿
か
。

75 

『
護
』
な
ど
の
文
字
を
記
し
た
習
書
木
簡
(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
三
八
七
)

(表)謹
謹
謹
謹
謹
謹
謹

(裏)
謹
謹
謹
謹
謹
謹
謹

長
さ
(
一
O
O)
阻
・
幅
二
九
)
剛

・
厚
さ
三
脚

O
八
一
型
式

勢
い
の
あ
る
筆
致
で
文
字
が
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
表
裏
と
も
文
字
は

す
べ
て
「
謹
」
と
み
ら
れ
、
下
端

・
右
辺
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
本
来
は
も

っ
と
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
書
き
手
は
よ
ほ
ど

「謹
」

み
深
い
性
格
だ
っ
た
の
か
、
な
ど
と
考
え
た
く
な
る
が
、
「
謹
」
は

「謹
解

申
」
「
謹
啓
」
と
い
っ
た
具
合
に
文
書
や
書
状
で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
文
字

の
た
め
、
書
き
手
は
特
に
こ
の
字
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

し
申
う
し
よ

な
お
、
習
書
木
簡
に
書
か
れ
た
文
字
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
、

第

一
位
は

「
大
」
、
第
二
位
は
「
人
」
、
第
三
位
は
「
道
」
で
、
以
下

「天」

「月
」
「部
」

「
為
」
「
有
」

「十
」
「
日
」

「国」

・:
と
続
く
。
や
は
り
使
用
頻
度
の
高
い
文

字
が
習
書
さ
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

関

(
E期
展
示
)
に
も
書
か
れ
た

し
ん
に
ょ
う

「
道
」
は
書
き
に
く
い
之
続
の
字
の
代
表
と
し
て
、

「
為
」
は
さ
ま
ざ
ま
な

画
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
む
と
い
う
理
由
で
好
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

【木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
】

S
D
三
O
三
五

(
今
期
の
展
示
品
の
全
て
)

一
九
六
五
年

造
酒
司
の
井
戸
の
排
水
を
流
す
た
め
に
、
役
所
の
西
辺
に
位
置
を
ず
ら
し
な
が
ら

何
度
か
掘
ら
れ
た
南
北
潜
の

一
つ
。
幅
約
七

O
m、
深
さ
約
二
O
m
。
南
端
は
造
酒

司
南
限
の
築
地
塀
を
暗
渠
で
抜
け
て
宮
内
道
路
の
側
溝
に
接
続
す
る
。

奈
良
時
代
前
半
の
霊
亀

・
養
老

・
神
亀
(
七
一
七
年
か
ら
七
二
九
年
ま
で
)
の
年

号
を
も
つ
も
の
が
ま
と
ま

っ
て
い
る
。
最
上
層
か
ら
は
、
天
平
勝
宝
八
歳
(
七
五
六
)

十
月
の
年
紀
の
あ
る
木
簡

(印

〈
E
期
展
示
〉
)
が
出
土
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
半

ば
過
ぎ
に
埋
没
し
た
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、

S
D
三
O
三
五
の
木
簡
は
、
溝
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
ま
ん
べ
ん
な
く
出
土
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
構
が
溜
ま
り
状
に
広
が
っ
た
部
分
か
ら
集
中
的
に
出
土
し
て

い
る
。
溝
の
遺
物
で
は
あ
る
が
、
土
坑
状
の
遺
構
の
造
物
が
主
体
と
み
る
こ
と
も
で

き
、
年
代
や
内
容
の
一
括
性
の
高
さ
は
こ
れ
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
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畑
一
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製
油

051型式

043型式

0 臼 I∞ 150田

ダギ

.t 

沫
併J

032型式

木簡の型式分類

033型式

偽
集
-

031型式

才
占
忠
司
倍
率
向
感
£
活
支
交
存
ト
ー

011型式
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